蒲郡市民証取扱要綱

（目的）

第１条　この要綱は、蒲郡市民証（以下「市民証」という。）が、その所有者の日常生活における利便性の向上を図るため、蒲郡市民であることを証明することを目的とする。

　（市民証の記載事項）

第２条　市民証には、次に掲げる事項を記載するものとする。

（１）市民証の名義人の氏名、性別、住所、生年月日及び電話番号

（２）発行番号及び発行年月日

２　前項に規定する市民証は別表のとおりとする。

　（市民証の新規交付及び再発行）

第３条　市民証の新規発行及び再発行は行わないものとする。

　（市民証の亡失の届出）

第４条　市民証の交付を受けている者（以下「市民証交付者」という。）が、市民証を著しくき損し、汚損し又は亡失したときは、その旨を届け出なければならない。

２　き損し、汚損により届出をするときは、市民証を添えるものとする。

　（市民証の失効）

第５条　市民証交付者は、次の各号のいずれかに該当した場合は、市民証の効力を失うものとする。

（１）死亡したとき

（２）記載事項に変更が生じたとき

（３）住民基本台帳から消除されたとき

（４）前条第１項の規定により届出をしたとき

（５）市長が失効すべき事由が生じたと認めたとき

（市民証の返還）

第６条　市民証交付者は、次の各号のいずれかに該当した場合は、蒲郡市民証返還届により、速やかに市民証を市長に返還しなければならない。

（１）前条の規定により市民証が失効したとき

（２）第４条の規定による届出をした後に、亡失した市民証を発見したとき

（３）本人の意思により市民証を返還しようとするとき

（市民証の使用）

第７条　市長は、市民証交付者が市民証を市内において、円滑に使用できるように努めなければならない。

　（細則）

第８条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は市長が定めるものとする。

　　　附　則

この要綱は、平成１２年１１月１日から施行する。

　　　附　則

この要綱は、平成１３年１２月１日から施行する。

　　　附　則

この要綱は、平成１４年　４月１日から施行する。

　　　附　則

この要綱は、平成１８年　７月１日から施行する。

